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長野市誰もが安心して利用できる都市公園機能の拡充その３ ○

平成30年度　～　平成34年度　（5年間） 長野市

・公園に対する市民満足度を向上させる。
・長野市公園施設長寿命化計画に基づき施設を更新する。

（H30当初） （H32末） （H34末）

A　基幹事業（公園事業）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34 （百万円） 策定状況

A-1 公園 一般 長野市 直接 長野市 公園施設長寿命化対策支援事業 176 策定済

A-2 公園 一般 長野市 直接 長野市 公園施設長寿命化計画策定調査 80 策定中

A-3 公園 一般 長野市 直接 長野市 公園施設長寿命化対策支援事業（５か年老朽） 150 策定済

小計 406 －

B　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34 （百万円） 策定状況

0 －

小計 0 －

C　公園事業効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34 （百万円）

小計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34

合計

番号

48.3%47.5%

番号

交付対象事業

番号

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ａ 406百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

計画策定調査 1式

健全度Ｄ判定等の緊急な対応が必要な公園
施設の改築　Ｎ＝14公園

公園施設改築更新　Ｎ＝15公園

406百万円全体事業費 百万円

要素となる事業名

要素となる事業名 事業内容

事業及び
施設種別

長野市

市町村名事業者

重点配分対象の該当

・公園の満足度調査　市民まちづくりアンケート「やすらぎや潤いを感じられる公園や河川が整備されている」に対する回答の「そう思う」、「ややそう思う」を併
せた比率（％）

・まちづくりアンケートは、市政に対する市民ニーズ、市が実施す
る事業に対する考え方意見、満足度などを調査し、実施する施策の
基礎資料とするもの。

・H29までに施設更新した公園数（34公園）

中間目標値

・長寿命化計画により新たに施設更新する公園数　20箇所 0　箇所

事業者 事業内容

事業者 要素となる事業名 事業内容

令和3年1月7日

20　箇所

ー

－

（参考様式２）社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　本市では、「心かよう美しい緑のまち　ながの」の実現を目指し、３つの基本方針「緑豊かなまちを創ります（緑の創出）」「受け継がれてきた緑を守ります（緑の保全）」「緑と親しむ文化や人を育みます（緑育の推進）」を柱とした施策に取り組んでおり、地域のバランスに配慮
した都市公園の配置により市民が身近な緑にふれあえる環境の整備を進めています。
　各地域に住民の憩いの場、交流の拠点を創出することで都市全体の公園機能を充実させるとともに、有事の際の活動拠点としても大きな役割を担うことから地域防災力が強化されます。
　また、整備後数十年経過した施設の老朽化が著しいため、計画的な施設の改修・修繕等の長寿命化対策を実施することで、公園利用者の安全確保とライフサイクルコストの低減を図ります。

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値

百万円 Ｃ

（面積等）

Ｂ

備考

Ｄ 百万円 0.0%

費用便益比

長野市

市町村名

費用便益比

長野市

備考

備考

市町村名

備考

備考

備考

事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
番号

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）



長野市誰もが安心して利用できる都市公園機能の拡充その３ ○

平成30年度　～　平成34年度　（5年間） 長野市

重点配分対象の該当

令和3年1月7日（参考様式２）社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　本市では、「心かよう美しい緑のまち　ながの」の実現を目指し、３つの基本方針「緑豊かなまちを創ります（緑の創出）」「受け継がれてきた緑を守ります（緑の保全）」「緑と親しむ文化や人を育みます（緑育の推進）」を柱とした施策に取り組んでおり、地域のバランスに配慮
した都市公園の配置により市民が身近な緑にふれあえる環境の整備を進めています。
　各地域に住民の憩いの場、交流の拠点を創出することで都市全体の公園機能を充実させるとともに、有事の際の活動拠点としても大きな役割を担うことから地域防災力が強化されます。
　また、整備後数十年経過した施設の老朽化が著しいため、計画的な施設の改修・修繕等の長寿命化対策を実施することで、公園利用者の安全確保とライフサイクルコストの低減を図ります。

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成31年度以降の各年度の決算額を記載。（Ｈ   年度は予定決算額）

計画別流用
増△減額
（b）

交付額
（c=a+b）

配分額
（a）

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場
合その理由

翌年度繰越額
（f）

うち未契約繰越額
（g）

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

H33H30 H31 H32 H34



（参考様式３）参考図面（防災・安全交付金）

計画の名称 長野市誰もが安心して利用できる都市公園機能の拡充　その３

計画の期間 平成30年度　～　平成34年度　（5年間） 長野市交付対象

6C-1 動物舎整備事業

（茶臼山動物園）

6A-2 公園施設長寿命化計画策定調査

6A-1 公園施設長寿命化対策支援事業


